
      

 

カレッジ里山   花実の森 活動報告（2019年 8月） 第 113号-2 
活 動 日                 時 間 

2019年 7月 3日（火）  10:00～12:00 13:00～14:00 
2019年 8月 3日（土）  10:00～12:00 13:00～14:00 
2019年 8月 12日（月）  10:00～12:00 13:00～14:00  
2019年 8月 18日（日）  10:00～12:00 13:00～14:00                  

天候 

 

（晴） 

 

記録者 

（ 菅田 ） 

 
参加者氏名 

(28名） 

スタッフ：  菅田、清水、中西、橋野、塩ノ谷                                                    

参加家族： 毎回各 20組 50数名                                                           

 

今回実施した 

作業内容 

  神戸市水の科学館夏休み出前イベント 
7月 3日：マイ箸づくり     （午前・午後） 

8月 3日：小枝・ドングリ工作 （午前・午後） 

8月 12日：ウッドバーニング  （午前・午後） 

8月 18日：小枝・ドングリ工作 （午前・午後） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動記録 様式 １ 

 

「かっこいいの

が出来たよ･･･」 

しっかり正確に

握って大事に使

ってください。 

 

7月 3日 マイ箸づくり 

 

 

 

 

 

 

日頃手にすることもないカンナでしっかり

削っていく。「うまく傾斜をつけるんだよ」 

使うカンナは「三木の高級製品」 

 

お箸が出来

たら箸を入

れる袋の制

作、これは折

り紙なので

女の子が得

意かな･･･ 

だんだん細くなり、握り

やすくなってくる。 

 

  



      

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

作業開始です。 

楽しい作品に仕上げて

ください。 

 

さあ 脳の“前頭前野”をフル回転させて素敵

なアイデアを引き出してください。 

 

8月 3日 小枝・ドングリ工作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回の子どもたちの作品です。みんな力作ぞろいです。 

どんどん作業は進む。 

 



      

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8月 12日 ウッドバーニング 

男の子、女の子 それぞれ好きな

絵が描けたね。 

サンプル以上の出来栄えだよ。 

夏休みの思い出にしてください。 

 

 
 

 

 

  

 

 

サンプルにない図柄をあらかじめ用意して参加してきた子どもたちもいたりして、なかなか手際

よく焼き付けていく。 

受付時刻がくるや待ってたよと言わんばかりに集まってくれる。“ヒートペンは熱いので決し

て触らないこと、慌てずじっくりと書いていくこと”などの注意事項を説明し、作業開始。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝ 

 



      

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8月 18日 小枝・ドングリ工作 

 

いろいろの形の小枝やドングリを用意している

ので、うまく組み合わせてしあげてください。 

  

 
 

 

 

 
お母さんのアイデアも参考にしなが

ら、柔らかい発想で作ってください。 

考えたアイデアを形にするんだよ。 

どんどんアイデアが固まってくるようです。 

 

う～ん 子どもたちの発想

は柔らかいね。 



      

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の子どもたちの作品です。何れも素晴らしい発想ですね。 

中にわ親子合作もありそうですが、それはそれで好ましい成果です。子どもたち

にテーマ名を聴いておけばよかった。 


